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平成 23年度第 6回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
日時：平成 24年 3月 9日（金）10時 00分 〜 12時 00分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 2階  
主催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
参加費および定員：無料，30名 
総合テーマ１：連続繊維 (FRP) 板を用いた RC柱部材の水中耐震補強工法の開発 
河川橋脚や港湾構造物などの水中構造物の耐震補強工事を行う場合には，補強対象となる構造物周辺
を乾燥状態とするために仮締切工事を行う必要があり，陸上の補強工事と比較して膨大なコストが必要
となる． 
本研究グループでは，この種の補強工事のコスト縮減を目的に，
水中においても施工可能な工法として，連続繊維 (FRP) 板を水中
硬化型接着樹脂を用いて接着する補強工法（以後，水中補強工法）
を提案し，RC 梁を対象にその補強効果について検討を行っている．
今年度は，FRP 板のさらなる補強効果の改善や RC 橋脚への補強を
想定した巻き付け補強効果について検討した．本セミナーでは，上
記検討結果について報告する． 
テーマⅠ：FRP 板水中補強した RC 梁の曲げ耐荷性能に及ぼすコンクリート表面処理の影響 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
本研究では，FRP 板とコンクリート面との付着性能の改善を目的に，コンクリート表面に等間隔にせ
ん断キーを設ける方法を考案し，その効果を水中曲げ補強 RC 梁の静載荷実験により検討した．その結
果，せん断キーを設けることによりコンクリートと FRP 板の付着性能は改善され耐荷性能が向上するこ
と，などを明らかにした． 
テーマⅡ：FRP 板水中補強した RC 梁の曲げ耐荷性能に及ぼす補強材の材料特性の影響 
くらし環境系領域 教授 岸 徳光 
本研究では，提案工法の補強効果の改善を目的に，伸び性能の高い水中接着樹脂や，軸剛性の大きい 
FRP 板を用いて水中曲げ補強した RC 梁の静載荷実験を実施した．その結果，伸び性能の高い樹脂を用
いることにより FRP 板の付着性能が向上することや，軸剛性の大きな FRP 板を用いることにより RC 
梁の曲げ耐力がさらに増大すること，などを明らかにした． 
テーマⅢ：FRP 板水中巻付け補強したコンクリート円柱の圧縮載荷実験 
客員教授 三上 浩 
(三井住友建設(株) 技術開発センター 副センター長) 
本研究では，FRP 板水中巻付けによるコンク
リート部材の横拘束効果を検討することを目
的に，水中における巻付け補強法を確立すると
ともに，巻付け補強したコンクリート円柱の圧
縮載荷実験を行った．その結果，FRP 板水中巻
付け補強により，コンクリート円柱の圧縮強度
を向上可能であることや，その効果は気中接着
の場合とほぼ同等であること，などを明らかに
した． 
仮締切工事の状況 
圧縮載荷実験の状況 破壊性状 
  
総合テーマ２：積雪寒冷地域における道路構造物の高度化・長寿命化に関する研究  
北海道における社会資本は，戦後の高度経済成長とともに着実に整備されて一定のストックを形成す
るに至った．しかしながら，今後はこれらストックの高齢化による安全性の低下や維持管理の負担増が
課題となっている．本セミナーでは，北海道内における道路付帯施設の中でも特に重要な橋梁の腐食お
よび劣化状況に関する現状分析のほか，合理的な耐震補強方法が確立されていない鋼方杖ラーメン橋を
対象に実施した振動実験および数値解析事例，および耐候性鋼材を用いた既設橋梁の腐食損傷推定に関
する簡易評価手法の可能性について検討した結果を報告する． 
 
テーマⅠ：北海道内の国道における橋梁の劣化状況に関する現状分析 
客員教授 川瀬 良司  
(㈱構研エンジニアリング 常務取締役)  
北海道内の国道における橋梁の腐食および劣化状況等の現状分析について報告を行う．ここでは，鋼
橋における腐食状況や床版のひび割れ状況の事例を示すとともに，これらの構造物における劣化状況の
診断方法および合理的に維持管理するための取り組みについて紹介する． 
  
テーマⅡ：鋼方杖ラーメン橋の固有振動特性に関する現地実験および数値解析  
くらし環境系領域 講師 小室 雅人 
鋼方杖ラーメン橋である深山橋を対象にその固有振動特性を把握する
ために振動実験を実施した．45chのサーボ型加速度計を設置し，無線 LAN
を用いてデータを一括収録した．また，併せて有限要素法による固有振動
解析も実施した．その結果，トラック走行後の自由振動より，低次の固有
振動数および固有振動モードを特定した．また，実験結果と数値解析結果
を比較することにより，現時点における支承部の劣化損傷は小さいことが
明らかになった． 
 
テーマⅢ：耐候性鋼材を用いた既設橋梁の腐食損傷推定に関する簡易評価手法の可能性検討 
くらし環境系領域 教授 岸 徳光 
耐候性鋼材の腐食損傷を簡易に推定する手法の確立を目的として，実橋梁のウェブを対象にインパル
スハンマーと高感度加速度計を用いた打撃試験を実施し，ケレン処理前後のウェブの振動特性を比較す
ることにより，その適用性について検討を行った．その結果，ケレン処理前後において，固有振動数に
顕著な変化は見られないこと，また，添設物が無く腐食損傷の程度が小さいパネルにおける固有振動数
は，一辺自由三辺固定支持板および四辺単純支持板の理論解の間に分布していること，ケレン処理前の
状態における固有振動数を把握することによって腐食損傷の程度を推定できる可能性があること，等が
明らかになった． 
 
 
 
平成 23年度第 6回ＣＲＤセミナー受講ご希望の方は 
FAX.0143-46-5879又はメール(crd@mmm.muroran-it.ac.jp)でお知らせください。 
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